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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 

博士の専門分野の名称： 博 士（農学） 氏名 金  慧隣 

学 位 論 文 題 名 

Understanding Demands for Ecosystem Services and Facilities in Urban Green 
Spaces（都市緑地における生態系サービスおよび施設に対する需要の把握） 

本研究の目的は、札幌都市圏の都市緑地を対象として、トラベルコスト法を用いてレクリ
エーション需要を把握するとともに、選択型実験を用いて期待されるサービス・施設に対す
る需要を把握し、同都市圏で行われている都市緑地のリノベーションに向けて提言を行う
ことである。 

2018年現在、世界人口の55％が都市域に暮らしている。このような中、都市緑地は都市
住民に様々なサービスを提供している。一つにはレクリエーションである。レクリエーショ
ンは都市住民の健康維持や労働生産性の向上に寄与するだけでなく、その文化的側面は、都
市域における生活の質的向上に貢献している。一方、都市緑地は都市域の野生生物の重要な
生息域ともなっている。このように都市緑地は、都市住民に対して幅広い生態系サービスも
提供しているのである。 
一方、都市緑地に期待されるサービス・施設は近年、大きく変化しつつある。一つには、

生物多様性の保全や災害時の避難場所といった、これまでの都市緑地には想定されてこな
かった新しいサービス・施設が期待されていることである。もう一つは、特に日本などでは、
都市域において少子高齢化が進展し、都市緑地に現在期待されているサービスが、都市緑地
の整備が行われた時点で期待されていたサービスと、大きく異なっている可能性があるこ
とである。具体的には、子供向けの施設に対する期待が減少する一方、高齢者向けの施設に
対する期待が増加している可能性がある。 
本研究では、第一にトラベルコスト法を用いて、都市緑地のレクリエーション需要の現状

を把握する。レクリエーション需要を消費者余剰として定量的に把握するとともに、レクリ
エーション需要にどのような個人属性（例えば、年齢や性別、子供有無）や環境属性（例え
ば、森林面積や親水施設の有無）が関わっているのかを明らかにする。トラベルコスト法は
実際の消費データ（訪問データ）に基づいているため、その結果は頑健である。 
一方、消費データと関連がないサービス、例えば生物多様性の保全や将来への備えとして

の避難場所に対する需要は把握することができない。そのため本研究では、第二に選択型実
験を用いて、都市緑地に期待されるサービス・施設に対する需要を定量的に把握することを
試みる。都市緑地に期待されるサービス・施設は多岐にわたるため、これまでの選択型実験
では評価することが困難であった。本研究では部分プロファイル型の選択型実験と呼ばれ
る、これまで環境評価の分野では用いられてこなかった手法を適用し、その把握を試みてい
る。 
本研究の事例地は、札幌市、江別市、北広島市、石狩市からなる札幌都市圏に位置する29

カ所の大規模都市緑地である。この地域には2,500カ所を超える街区公園などの小規模な都
市緑地が存在するが、本研究では基本的に面積が10haを超える大規模な都市緑地を対象と
し、そこでのレクリエーション需要、期待されるサービス・施設に対する需要を把握する。
札幌都市圏では現在、主に1970年代までに造成されてきた都市緑地の施設が更新時期を迎



えており、リノベーションの方針について検討する必要に迫られている。 
両分析に用いたデータは、2017年12月に札幌都市圏在住の1,109名に対して行ったWEB

アンケート調査に基づいている。トラベルコスト法の適用のため、回答者には2017年4月か
ら11月までの間に、29カ所の都市緑地に何回訪れたかと聴取するとともに、部分プロファ
イル型の選択型実験のための設問に回答してもらっている。 
都市緑地のレクリエーション需要の把握では、個人トラベルコスト法と端点解モデル

（Kuhn-Tucker model）の適用を行った。得られた訪問データは、オフサイトサンプリング
データであるため、訪問データに過剰な0回の回答が含まれることになる。これを補正する
ために、個人トラベルコスト法では Zero-inflated negative binominal model の適用を行っ
た。応答変数は訪問回数であり、説明変数には居住地から各都市緑地までの旅行費用、個人
属性を想定した。個人トラベルコスト法の問題点は、29カ所ごとに推定モデルを立てるた
め、代替サイトの存在を考慮できないことである。一方、端点解モデルでは効用最大化のア
プローチを採用しており、29カ所全体の需要モデルを推定することができる。そのため、各
サイトの環境属性の違いが訪問行動に与える影響についても推定可能である。 
個人トラベルコスト法による分析の結果、人口の集中している都心部の都市緑地（例えば、

大通公園や中島公園）のレクリエーション需要が大きく推定された一方、郊外でもレクリ
エーション需要が大きな都市緑地があることが明らかとなった（例えば、さっぽろさとらん
ど）。端点解モデルによる分析の結果、レクリエーション需要の増加には、噴水、親水施設、
美術館、運動施設などの他に、森林面積の対数値も正の影響を与えていることが明らかと
なった。さらに両分析から、高齢者であることが訪問回数を増やしている公園がある一方で、
子供がいることの方が訪問回数を増やしている影響が大きく、該当する公園数も多いこと
が明らかとなった。つまり、レクリエーション需要を見る限り、大規模都市緑地については、
高齢者が主要な利用者であるとは言えず、むしろ子供のいる家庭の方がレクリエーション
需要を増加させていることが伺えた。 
一方、都市緑地に期待されるサービス・施設に対する需要を部分プロファイル型の選択型

実験によって把握したところ、景観形成や森林といった、これまでの都市緑地に求められる
サービスも高く評価されていた一方、生物多様性の保全や避難場所というサービスは、それ
ら以上に高く評価されていた。景観形成や森林というサービスを1.5倍に増やすことに対す
る支払意志額は377円と571円であったのに対して、生物多様性の保全や避難場所という
サービスに対する支払意志額は637円と832円であった。さらに子供向けの施設を1.5倍に増
やすことに対する支払意志額は532円であったのに対して、高齢者向けの施設に対する支払
意志額は統計的に有意ではなかった。 
これらの結果を踏まえると、札幌都市圏の都市緑地のリノベーションに向けて次のよう

な提言が行える。一つは、生物多様性の保全や避難場所というサービスは、実際に最も重要
なサービスの一つとして人々に認識されており、公園管理者は、これらの結果を踏まえたリ
ノベーションを考える必要がある。例えば、現行計画では森林面積の確保が目指されている
が、それらの森林の連結性を高めたり、湿地などの多様な自然環境を含む森林を増やしたり
することで、より人々の期待に応えることが可能である。もう一つは少子高齢化という社会
情勢ではあるものの、大規模都市緑地については、少なくとも子供のいる家庭のレクリエー
ション需要は高く、将来的な施設に対する要求も、高齢者向けの施設ではなく、子供向けの
施設を整備することの方が求められていた。少子高齢化だから高齢者向けの施設ではなく、
むしろ少子高齢化だからこそ、子供向けの施設を整備すべきと人々が判断していることは
重要な知見である。 


